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 事業概要 

航空用エンジン・ロケットエンジンにおける燃焼器開発を効率化するために設計プロセスへ燃焼現

象を高忠実に再現可能な LES を組み込みたいというニーズは高いが, 燃焼 LES は計算コストが非常に

大きいため実際の開発において設計プロセスに広く組み込まれているとはいいがたい. 本研究では, 

低次元化モデリング(ROM)などにより燃焼 LES を燃焼器設計に利用可能なレベルまで低コスト化す

ることを目指す. 
 

 

 JAXAスーパーコンピュータを使用する理由と利点 

ROM などの手法によりモデリングを行うにあたり高忠実な燃焼 LES のデータが必要となるが, 燃

焼 LES では化学反応により生じる多数の化学種に関する支配方程式を三次元非定常問題として解かな

ければならない. このような解析は計算コストが非常に高く, スーパーコンピュータを使用しなけれ

ば実行は不可能である. 

 

 今年度の成果 

単一の同軸型噴射器を配置したロケット燃焼器について laminar flamelet モデルを使用して水素・

酸素拡散火炎の燃焼 LES 解析を実施した. 詳細反応モデルによる高解像度の LES 解析と比較して, 解

析コストを 1/24 に削減すること成功した. 

 

燃焼 LESの低コスト化と一次元燃焼器モデルの研究 
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図 1: 同軸型噴射器で生じる水素・酸素拡散火炎に対する燃焼 LES の結果. 

(左)laminar flamelet モデル, および, (右)詳細反応モデルによる瞬時の温

度分布. 
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 JSS利用状況 

⚫ 計算情報 

 

 

  

プロセス並列手法 MPI 

スレッド並列手法 OpenMP, 自動並列化 

プロセス並列数 212 - 1504 

１ケースあたりの経過時間 200 時間 
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⚫ JSS3 利用量 

総資源に占める利用割合※1 (%)： 0.66 

 
     

内訳 

計算資源 

計算システム名 CPU 利用量(コア・時) 資源の利用割合※2 (%) 

TOKI-SORA 17,949,959.07 0.78 

TOKI-ST 1,993.42 0.00 

TOKI-GP 0.00 0.00 

TOKI-XM 0.00 0.00 

TOKI-LM 1,281.71 0.09 

TOKI-TST 0.00 0.00 

TOKI-TGP 0.00 0.00 

TOKI-TLM 0.00 0.00 

 

ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利用割合※2 (%) 

/home 115.72 0.10 

/data 及び/data2 2,994.29 0.02 

/ssd 1,092.57 0.15 

 

アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利用量(TiB) 資源の利用割合※2 (%) 

J-SPACE 0.00 0.00 
 

※1 総資源に占める利用割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利用割合の加重平均 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

 

 

 

 

 

⚫ ISV 利用量 

ISV ソフトウェア資源 

 利用量(時) 資源の利用割合※2 (%) 

ISV ソフトウェア(合計) 78.59 0.05 

 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

  


